
別紙「企画提案書等評価基準表」
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合計点 100

※関連業務とは、道の駅基本構想策定または道の駅基本計画策定に関する業務のことをいう。

本市の現況への習熟度があり、道の駅の役割等について正しい理解があるか。

道の駅基本構想の策定スケジュールは適切か。

直近５年間に関連業務（※）の実績が十分あるか。

配置予定管理技術者の直近5年間の関連業務（※）の実績が十分にあるか。

業務を効率的かつ効果的に実施できる体制となっているか。

市民ニーズの調査方法は適切か。

関連企業へのヒアリング調査方法は適切か。

地域住民ニーズや関連企業の調査結果の分析方法は適切か。

道の駅基本構想を策定するにあたり、本市の特性を理解した優れた提案で、今

後きめ細やかな支援が期待できるか。

提案内容に説得力があり、また実効性、実現性のある提案となっているか。

配点×（参加者の最低見積金額/自社の見積金額）

※小数点以下、切り捨てた数値とする

８．見積金額

上記調査結果を反映した顧客ターゲットの設定及び需要見込量の算出方法は適

切か。

候補地の比較評価方法は適切か。

施設整備のコンセプト及び導入機能の検討方法は適切か。

施設運営体制や運営主体の検討方法は適切か。

道の駅の導入機能やその運営に民間活力が活用できる提案がされているか。

６．施設整備イメージ

７．道の駅基本構想の策定支援

施設構成・計画等の検討方法は適切か。

概算事業費の試算の検討方法は適切か。

１．道の駅基本構想等の理解

２．業務遂行能力・実施体制・実績

３．利用者調査や企業聞き取り結果等の分析の確認

４．施設整備方針

５．施設の運営方針

既存類似施設への影響分析方法は適切か。



評価点は項目ごとに、各項目の配点に５段階の評価に応じた係数を乗じたものとする。

評価点は、小数点以下、切り捨てた数値とする。（配点×計数＝評価点）

評価 係数

A：特に優れている 1.00

B：やや優れている 0.80

Ｃ：普通 0.60

Ｄ：やや劣っている 0.30

Ｅ：劣っている 0.00


